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東
京
都
港
区
芝
大
門
２
─
10
─
12

　

�

Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階

　

�

TEL�

03
─
５
７
７
７
─
１
８
０
２

※�

本
相
談
事
業
は
、(

公
財)

人

権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、

厚
生
労
働
省
の
生
活
相
談
充
実

事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で

す
。

不
動
産
登
記
Ｑ
＆
Ａ

　
高
齢
化
や
過
疎
化
の
状
況
が
進

ん
で
い
る
中
、
土
地
の
所
有
者
に

相
続
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に
、

ど
う
い
っ
た
手
続
が
必
要
に
な
る

か
と
い
う
問
題
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
登
記
に
関
す
る
よ
く
あ

る
質
問
と
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
今
回
は
、
遺
言
に
つ
い
て
で
す
。

Q�
１　
遺
言
に
は
、
自
筆
証
書
遺

言
と
公
正
証
書
遺
言
が
あ
る
そ

う
で
す
が
、
自
筆
で
遺
言
を
作

成
す
る
の
は
難
し
い
で
す
か
。

A�
１　
自
筆
遺
言
証
書
は
、
全
文

を
自
分
で
手
書
き
す
る
必
要
が

あ
り
、
訂
正
・
変
更
す
る
場
合
、

厳
格
な
方
式
が
あ
る
な
ど
、
面

倒
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
難
し
い
の
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
後
、
そ
の
人
の

書
い
た
遺
言
が
有
効
な
の
か
ど

う
か
判
断
す
る
こ
と
で
す
。

「
公
証
週
間
」
電
話
相
談

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
は
公
証
週

間
で
す
。
公
証
制
度
と
は
、
国

民
の
私
的
な
法
律
紛
争
を
未
然
に

防
ぎ
、
私
的
法
律
関
係
の
明
確
化
、

安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
証
書
の
作
成
等
の
方
法
に
よ

り
一
定
の
事
項
を
公
証
人
に
証
明

さ
せ
る
制
度
で
す
。

　
公
証
制
度
を
広
く
国
民
の
間
に

普
及
さ
せ
る
た
め
、
日
本
公
証
人

連
合
会
本
部
で
は
公
証
週
間
の
期

間
中
、
無
料
電
話
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

■�

内
容　
遺
言
、
任
意
後
見
契
約

な
ど
公
証
事
務
全
般

■
日
時

　
10
月
１
日
㈰
か
ら
７
日
㈯

　

�

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

ま
で

　
※
土
曜
、
日
曜
も
実
施
し
ま
す
。

■
相
談
電
話

　
日
本
公
証
人
連
合
会
本
部

　

�

TEL�

03
─
３
５
０
２
─
８
２
３
９

全
国一斉
「
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
週
間

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
暴

行
、
虐
待
等
の
人
権
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
。

　
９
月
４
日
か
ら
１
週
間
、
強
化

週
間
と
し
て
相
談
時
間
を
延
長
し

て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

土
曜
日
曜
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■�

強
化
実
施
日
時

　
９
月
４
日
㈪
か
ら
８
日
㈮

　

�

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で

　
９
月
９
日
㈯
か
ら
10
日
㈰

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■�

実
施
機
関

　

�

釧
路
地
方
法
務
局
お
よ
び
釧
路

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■�

相
談
窓
口

　
「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」

　
�

TEL
０
５
７
０
─
０
０
３
─
１
１
０

平
成
30
年
度
入
校
前
適
性

相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
求
職
中
の
障
が
い
者

（
応
募
希
望
者
）
の
入
校
前
適
性

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
た
は
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　
平
成
30
年
３
月
２
日
㈮
ま
で

■�

問
合
せ　
国
立
北
海
道
障
害
者

冬
休
み
海
外
研
修
交
流
事

業
の
参
加
者
募
集

　
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
５
コ
ー
ス
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。海
外
生
活

を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、国
際

感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。

■�

内
容

　

�

ホ
ー
ム
ス
テ
イ　
ク
リ
ス
マ
ス

体
験　
英
語
研
修　
文
化
交
流

地
域
見
学　
野
外
活
動
等

■�

研
修
国

　

�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　
カ
ナ
ダ

　
サ
イ
パ
ン　
フ
ィ
リ
ピ
ン

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

■�

日
程

　

�

12
月
24
日
㈰
か
ら
１
月
４
日
㈭

の
う
ち
の
６
日
間
か
ら
10
日
間

■
対
象

　
小
３
か
ら
高
３
の
方
ま
で

■
定
員　
各
グ
ル
ー
プ
15
名

■�

参
加
費

　
22
万
８
千
円
か
ら
42
万
８
千
円

■
締
切　
11
月
１
日
㈬

■
問
合
せ
・
資
料
請
求

　

�

公
益
財
団
法
人��

国
際
青
少
年

研
修
協
会

　

�

TEL�

03
─
６
４
１
７
─
９
７
２
１

　
FAX�

03
─
６
４
１
７
─
９
７
２
４

　
Ｅ
メ
ー
ル　

info@
kskk.or.jp

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

お
知
ら
せ
伝
言
板　

��

●
別
海
町
役
場
☎
75
─２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎（
０
１
５
３
）86
─２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─６
０
１
１

職
業
能
力
開
発
校

　
〒
０
７
３
─
０
１
１
５

　
砂
川
市
焼
山
60
番
地

　

�

TEL
０
１
２
５
─
52
─
２
７
７
４

　
FAX�

０
１
２
５
─
52
─
９
１
７
７

平
成
29
年
度
厚
生
労
働
省

生
活
相
談
充
実
事
業

「
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

電
話
相
談
」
に
つ
い
て

　
ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、

嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

�(

※
祝
日
、
12
月
29�

日
か
ら
１

月
３
日
を
除
く)

■
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

■�

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
─
７
７
１
─
２
０
８

　
相
談
無
料
、匿
名
可
、秘
密
厳
守

■�

問
合
せ

　

�

公
益
財
団
法
人

　
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
〒
１
０
５
─
０
０
１
２
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Q�
２　
そ
れ
で
は
、
公
正
証
書
で

遺
言
を
作
る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ

に
あ
る
の
で
す
か
。

Ⓐ�
２　
公
正
証
書
遺
言
は
、
法
律

の
専
門
家
で
あ
る
公
証
人
が
、

遺
言
者
の
真
意
を
確
か
め
て
正

確
に
文
章
に
ま
と
め
、
法
律
的

に
整
理
さ
れ
た
遺
言
を
作
成
し

ま
す
の
で
、
遺
言
が
無
効
に
な

る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
自
分
で
字
を
書
け
な
い
方

の
た
め
に
は
公
証
人
が
署
名
を

代
筆
し
ま
す
し
、
病
気
の
た
め

外
出
が
不
可
能
な
方
の
た
め
に

は
、
公
証
人
が
病
院
等
へ
出
張

し
ま
す
の
で
、
自
筆
で
遺
言
が

作
成
で
き
な
い
方
に
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

Q�
３　
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成

す
る
に
は
、
作
成
手
数
料
が
必

要
だ
し
、
証
人
２
名
も
必
要
だ

と
聞
き
ま
し
た
が
。

Ⓐ�
３　
そ
の
と
お
り
で
す
が
、
作

成
手
数
料
に
つ
い
て
は
法
令
で

定
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
程
高

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
証
人

を
用
意
で
き
な
い
方
は
、
公
証

役
場
で
紹
介
で
き
ま
す
。
詳
細

は
お
近
く
の
公
証
役
場
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

す
。

■�
問
合
せ

　
�

釧
路
公
証
人
合
同
役
場

　

�
TEL��
０
１
５
４
─
25
─
１
３
６
５

陸
上
自
衛
隊
別
海
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事

　
陸
上
自
衛
隊
別
海
駐
屯
地
創
立

52
周
年
記
念
行
事
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
７
日
㈯

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時

■
場
所　
別
海
駐
屯
地

　
別
海
町
西
春
別
42
─
１

　
※
駐
車
場
完
備

■
内
容　
午
前
10
時
30
分
か
ら　

　
式
典
、
車
両
行
進
、
訓
練
展
示

　
午
後
０
時
20
分
か
ら

　
装
甲
車
、
戦
車
の
試
乗

　

�

常
時　
戦
車
滑
り
台
、
飲
食
、

グ
ッ
ズ
販
売

■�

問
合
せ　
陸
上
自
衛
隊
別
海
駐

屯
地
広
報
班

　

�

TEL��
０
１
５
３
─
₇₇
─
２
２
３
１

（
内
線
２
０
２
）

　工事期間中は、片側交互通行の交通規制を
行うため、自衛隊車両が別経路で移動する場
合があります。工事実施時期に付近を通行の
際は、ご注意ください。
■工事期間
　４月から10月下旬まで
　（平成36年全線完了予定）
■問合せ
　別海町役場建設水道部事業課建設担当
　　TEL 75-2111（内線3211・3218）
　 別海町役場総務部総合政策課まちづくり推

進担当　TEL 75-2111（内線2211）

中西別
小学校

一般
道
道
上
風
連
中
西
別
線

町
道
中
西
別
上
風
連
線

至 別海市街→

ヤウシュベツ川
山下橋

←
釧路市

矢臼別演習場

中西別市街

矢臼別橋

中之川橋

国道243号

〶
至 西春別方面

本年度工事区間
次年度以降工事区間
迂回路区間（予定）

国道
一般道道

町道中西別上風連線
道路工事のお知らせ

岩井　優
ゆう
真
ま
くん

（優浩）
安齋　えなちゃん

（悟）
金井　瑛

え
瑚
こ
ちゃん

（悠大）

勝木　　陽
ひなた
くん

（翔）
戸田　泰

たいすけ
輔くん

（尚邦）

今井壌
じょう
太
た
郎
ろう
くん

（桃太郎）

加藤にこらちゃん
（祐介）

ちびっこ

ちびっこ

（　）内は保護者名
※希望された方を掲載

しています。

1歳6か月児

ゆう ま え こ

（尚邦）

ひなた たいすけ

じょう た ろう

（祐介）
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